
さまざまな場面での利用が
期待される水素ですが、その
普及拡大に向けた想いや取
り組みについて、川崎重工業
橋本社長、ENEOS齊藤社長
そして九州大学佐々木教授
にお話を伺いました。

カーボンニュートラルな未来へ。
「グリーンイノベーション基金事業」経営者インタビュー動画

NEDO 
Supply Chain 
Data Challenge N
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初
の
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特集
衛星データ等の活用により、環境・エネルギーに係る課題解決に資するシステムを募集します。

2024年1月募集開始予定

本誌をお読みいただいた感想をお聞かせください。
頂いた感想は、今後の広報誌等制作の参考とさせ
ていただきます。

読者アンケート

皆さまの声を、
お聞かせください！

VOICE
お役立ち情報を発信しています。
ぜひチェックしてみてください！

YouTube X（旧Twitter） FacebookNEDO’s SNS

NEDO INFORMATION

Coming Soon...

コンテストの流れ

テーマ設定 懸賞広告 懸賞金交付1次審査
（書面審査）

2次審査
（最終選考会）

システム開発
メンタリング

・高解像度衛星データ
・AIS
・測位情報等のデータ
・ハイパースペクトル
・準天頂衛星
・多波長センサー　　など

・太陽光発電
・風力発電
・地熱発電
・海洋エネルギー
・ネガティブエミッション
・ブルーカーボン
・スマート林業　　など

課題解決 
新産業創出
衛星データ等活用
による課題解決
付加価値創出

環境・エネルギー宇 宙

カーボンニュートラルへの挑戦こそが、
日本に次の成長をもたらす原動力。

今こそ、技術大国・日本の出番です。
世界を変えるイノベーションを、次々と。

そして、ひとりひとりの力を合わせて、
カーボンニュートラルな未来へ。
2050年。そこには、新しい日本が待っています。
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NEDOが推進するエネルギー・環境・産業技術に関するさまざまな事業や技術開発、NEDOの活動について、ご紹介します。

●本誌のお問い合わせはこちらまで。　E-mail : kouhou@ml.nedo.go.jp　「Focus NEDO」編集担当宛て
エネルギー・環境・産業技術の
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現在、世界の情報産業を支えるデータベース運用におい
て、CPUやメモリー等のハードウエアは進化し続けている
一方で、データベースを管理するソフトウエアは旧来の
ハードウエア環境を前提に設計されており、高性能なハー
ドウエアが実現できる高効率かつ高速なデータ処理に対応
できないことが大きな課題となっています。また、現行の
データベース管理システムは主に海外企業が提供してお
り、日本の情報産業の競争力強化には国産システムの開発
と普及が不可欠です。
こうした背景を受け、NEDOと日本電気株式会社（NEC）、
株式会社ノーチラス・テクノロジーズは「高効率・高速処理
を可能とするAIチップ・次世代コンピューティングの技術
開発」に取り組み、メニーコアや大容量メモリー等、次世代
のハードウエア環境に適合するリレーショナルデータベース

管理システム「劔（Tsurugi）」の開発に成功しました。
劔は、ハードウエアの性能が向上するほどシステムの性能

が高まるよう設計されており、ベンチマークテストでは、32
以上のコア数を持つハードウエアにおいて、世界最速レベル
の456万TPS※1の処理性能と219ナノ秒の応答遅延を達成
しました。また、データベースの分散化を前提として設計さ
れているため、バッチ処理中のデータ編集や新規データの追
加も可能。例えば、画像データをカメラから取り込みながら
リアルタイムで解析したり、ペタバイト級の大規模データを
高速処理するなど、複雑なバッチ処理とオンライン処理を高
速で同時に実行することもできます。
今後は、劔の情報等を発信するコミュニティサイトをオー

プンする他、2023年10月にオープンソース版をリリース
します。当技術が広く社会で活用されるようプラットフォー

ムを整備するとともに、日本発のデータベース管理システム
として国際競争力の強化を目指します。

※1 Transaction Per Second

PICK UP NEWS

号の特集は、昨年実施された「NEDO Supply Chain Data 
Challenge」についてです。衛星データを活用し、技術を
世界に役立てたいという意欲に燃える者たちの挑戦…

そして、この懸賞金事業は私たちNEDOにとっても新しい挑戦でした。
挑戦者たちの熱いドラマをぜひご覧ください。

今

Promising NEDO Startups
スタートアップ支援のその先へ
株式会社アークエッジ・スペース

14

NEDO INFORMATION16

02 PICK UP NEWS
世界最速！ ハードウエアの性能を
最大限に引き出す次世代データベース
管理システム「劔（Tsurugi）」誕生。

CONTENTS

06 衛星データと災害シミュレーションを
組み合わせた災害低リスクな
サプライチェーンのソリューション事業
Space BD株式会社

プlatform for 
プrocurement and
プroduction

（調達と生産のためのプラットフォーム）
Teamプププ

07

SAR衛星データとAIを用いた
災害状況の可視化と、
サプライチェーン維持の支援
株式会社スペースシフト

08

皆さんに質問してみました
受賞者Q&A

09

MESSAGE
宇宙は可能性にあふれている

10

04 特集

NEDO
Supply Chain 
Data Challenge
集え！ 宇宙のイノベーション

12 未来を切り拓く実証施設
「福島水素充填技術研究センター」

EDITOR’S VOICE 広報部より

エネルギー・環境・産業技術の
今と明日を伝える【フォーカス・ネド】

世界最速！ ハードウエアの性能を最大限に引き出 す
次世代データベース管理システム「劔（Tsurugi）」誕生。

劔（Tsurugi）コミュニティサイト
https://www.tsurugidb.com/

劔のスループット性能（応答性能・データ転送量）の
検証結果

コア数
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劔のベンチマークテストの検証結果

53,249

90,525
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308,787

812,434

1,004,982

2,585,706

4,560,475

18,780

11,047

6,924

3,238

1,231

995

387

219

1
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16

32

64
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YCSB-A※2

threads latency[ns] throughput[TPS]

※2 YCSB：Yahoo! Cloud Serving Benchmark。
　　　　　　データベースの性能を測る代表的なベンチマークツール。
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衛星データのビジネス化に向けた機運が高まっています。
しかし、衛星データをビジネスに活用することがより一般的
になるまでには課題もあります。NEDOは、衛星データの有
用性を広く知らせるとともに、産業をはじめ、安全保障や防
災等のさまざまな課題解決につながる新鮮なアイデアを求め
てNEDO初となる懸賞金コンテストを開催しました。
今回の懸賞金コンテストのテーマは、災害や紛争、感染症

等によって起こるサプライチェーンの寸断を食い止めるアイ
デアやシステムです。現代のサプライチェーンは、国境を越
えた巨大なネットワークであり、一箇所で不具合が起これば
損害は連鎖していきます。こうした現状に対して、広がるサ
プライチェーンのすみずみまで企業が単独でモニタリング
し、問題が起きたとき適切に対処することは極めて困難なた
め、画期的なソリューションが待ち望まれていました。

コンテスト形式にしたのは、まったく新しい発想、まった
く新しいプレイヤーとの出会いに期待したからです。経済学
者のヨーゼフ・シュンペーターは「新結合」、つまり組み合わ
せを新しくすることがイノベーションを生むと言っていま
す。その言葉通り、今回の懸賞金コンテストでもベンチャー
企業同士のチームや個人、大学、あるいは宇宙ビジネスは未
経験のチーム、さらには海外からも多くのエントリーがあり、
最終選考では、斬新かつ実現性の高いプレゼンテーションが
続出しました。
宇宙ビジネスはまだまだ黎明期ですが、サプライチェーン

の維持のような社会課題への挑戦は、技術を世界に役立てた
いという熱意そのものであり、しかも大きなビジネスチャン
スの入口でもあります。頼もしいプランの数々を生んだ若者
たちの熱気を、ぜひ感じていただきたいと思います。

新しい世代が躍り出る。
その舞台を用意するのが私たちの仕事です。

アイデア部門 システム開発部門

NEDO
イノベーション推進部 部長

吉田  剛

NEDOは、衛星データを活用したビジネスを担う

新たなプレイヤーの出現に期待し、

「NEDO Supply Chain Data Challenge」と名付けた

懸賞金コンテストを実施しました。 集え ！  宇宙のイノベーション

★今回のチャレンジは、2部門3テーマで募集

テーマ②：大規模風水害などの災害に起因する

サプライチェーンへのインパクト推定と可視化サービスの提供

NEDO 
Supply Chain 
Data Challenge

特集

テーマ：衛星データなどの

利活用によってサプライチェーン

マネジメントの課題解決を

可能にする技術・ソリューション

テーマ① ：港湾におけるコンテナ物流の渋滞に起因する

サプライチェーンへのインパクト推定と可視化サービスの提供
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NEDO Supply Chain Data Challenge　NEDO初の懸賞金コンテストで注目のアイデア続出！

懸賞金コンテストの開催を知ったの
は、応募締切の数日前だったと振り返
る、Space BD株 式 会 社 の 芳 澤 氏。

「当時、社内的にも衛星データ事業を
進めていこうというフェーズにあり、
絶好のタイミングでした。これはチャン
スだからぜひ挑戦したい！と思い、そ
れこそ徹夜覚悟でがんばりました。社
名のBD＝ビジネス・ディベロップメン
トの通り、新たな事業展開につながる
結果を残せたことが率直にうれしかっ
たです」。

限られた時間の中、お付き合いのあ
る保険会社や製造業者、自治体にヒア
リングし、課題感が見えてきたそうで
す。「ポテンシャルカスタマーになり
得る方たちから話を聞けたことで、保
険会社に対して災害リスクを保険商品
に反映させるといった独自の価値提案
ができました」。さらに、リアルタイ

ム性や、線状降水帯の
予測に必要な水蒸気観
測のデータ不足等、現
行の気象衛星の課題
点に着目。「長期的ビ
ジョンとして、民間主
導の小型気象衛星ビジ
ネスを提案したことも
評価ポイントだったの
では」と語ります。

しかし、災害シミュ
レーションは不確実性
が高く、定量的にベネフィットを提示
することが難しいため、事業化には課
題が多いといいます。「それだけに、ま
だまだ開拓の余地のある衛星データ活
用はおもしろい」と芳澤氏。「一社だけ
で完結するのではなく、多様な事業者
との協働が不可欠。お客様の声を聞き、
課題を深掘りするという弊社の強みを

生かして、さまざまなベンダーと関係
を構築しながらビジネスにつなげてい
きたいですね」。新たな事業の広がりを
見据え、Space BDの挑戦は続きます。

「続々受注に結び付いて、手が回らないほどです」

Teamプププのリーダー土井氏は
「受賞した企画の肝は、ユーザー、つま
り荷主である企業への怒涛のヒアリン
グにありました」と語ります。ヒアリン
グでは自動車、電機、鉄鋼など大手製造
業の販売部門、生産部門、調達部門の現
場の声を丹念に集め、さらには海運事
業者に足を運び、現役船長にも話を聞
いたそうです。そこで、海上物流の乱
れが最も業務に影響しているのはどこ
か？を突き止めたTeamプププ。
「一番しわ寄せを受けているのはや

はり調達部門でした。船便に遅れが発
生した瞬間に、遅延はどこまで許容さ
れるか、空輸に切り替えるか、代替サ
プライヤーや代替部品をどう調達する
かの判断を、現状では慌ただしくアナ
ログで対処している。しかも世界の主
要航路を対象としたコンテナ船の定時

順守率は40％に過
ぎず、調達部門はか
なりの頻度でそうし
た作業を強いられて
いることがわかりま
した」。実際にヒア
リングしている最中
にも『こういうシス
テムが欲しい！』と切望されたそうで
す。メンバーの田中氏は「私は当時の
部署で、衛星データを活用したビジネ
ス創出をしていましたが、メインの市
場は陸上輸送でした。コンテストは港
湾物流に目を向ける貴重な機会になり
ました」と語ります。
「BOM（部品表）から該当部品を調

べるだけで数時間もかかっていた作
業から調達部門の方たちを解放し、本
来の対策に注力できる環境を提供で

きたことが大きな成果だと思います」
と土井氏。受注先との打ち合わせを経
て、新たな課題の解決のために衛星
データを活用したアイデアも浮かんで
いると話すTeamプププの今後に期
待が高まります。

大きなテーマ設定が
挑戦の刺激になりました

芳澤 僚 氏
Space BD株式会社
事業ユニット統括 ISSプラットフォーム事業
マネージャー

「衛星データ分野のインサイダーとなる初めの一歩！」

この挑戦が新たな事業開発のきっかけに

NEDO Supply Chain Data Challenge

受賞した3つのチームをご紹介！

Teamプププ

Space BD株式会社

アイデア部門 1位受賞
アイデア部門 1位受賞 衛星データと災害シミュレーションを

組み合わせた災害低リスクな

サプライチェーンのソリューション事業

システム開発部門テーマ①港湾
システム開発部門テーマ①港湾

1位受賞1位受賞

★評価ポイント

最終選考会の時点で、すでに受注が発生してい
たように、ニーズを的確に捉えた内容であり、ほ
とんど完成形に近いシステムだったこと。

衛星データを基に海上物流の遅延をいち早く検知→遅延の影響がサプライ
チェーンのどこに影響するか可視化し、調達の意思決定までサポートするシステム。

過去の災害記録と衛星で観測した気象・地形データを基に、災害をシミュ
レーション。さらに災害シミュレーションの結果を学習したAIと気象予測を組
み合わせることで、災害をリアルタイムに予測し、被害の最小化を目指す。

プププ・プラットフォーム

アプローチ：災害リスク評価・災害予測

可視化・
ワークフローデータ収集 データ抽出・加工 意思決定

開発1. 遅れ検知サービス

顧客基幹システム

開発2. SCM※強靭化アプリケーション

衛星画像

販売・納品計画、製品マスタ、運航計画、
生産計画、調達計画等の基幹システム

運航実績AIS

画像

船舶検知

位置／方角

船舶（荷物）の遅れ検出

納品・生産・調達計画への影響
調達遅延検知

影響箇所の可視化／ボトルネックの特定

代替調達候補一覧の作成

代替調達の意思決定

プlatform for 

プrocurement and

プroduction

（調達と生産のためのプラットフォーム）

★評価ポイント

災害リスク情報の提供にとどまらず、独自の気
象衛星の開発・打ち上げにつながる、将来性の
ある提案であったこと。

災害予測の手法災害リスク評価の手法

地形データ

過去の災害情報

防災科研／
自治体…

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
災
害
予
測

災
害
リ
ス
ク（
損
害
率
）

国内の気象衛星 気象データ 気象予測

高速計算可能なAI

土井 悠哉 氏
富士通株式会社
グローバルビジネスソリューションビジネスグループ
テクノロジアドプション統括部 統括部長

田中 遥 氏
富士通株式会社
ビジネスマネジメント本部
データアナリティクスセンター

※サプライチェーンマネジメント

06 07Focus NEDO 2023 No.89 Focus NEDO 2023 No.89



衛星データ分野のインサイダーとして見られ
るようになったことで、注目度も高まり、入っ
てくる情報や問い合わせも増えて好循環が生
まれています。

懸賞金事業はこれまで前例がないため最後まで暗中模索の状態でしたが、終わってみると多くの気付きがありま
した。例えば、応募者には懸賞金だけではなくさまざまな想いがあったこと、このような事業への期待が大きい
こと、そして宇宙ビジネスは必ずブレークすると信じて取り組んでいる方々がいるということです。

ヒアリング中から市場の手応えは感じていま
したが、受賞したことで一定の評価を得たと
認知され、ビジネス化への勢いが増したと思
います。

受賞のニュースを見たお客さまから引き合い
があったり、当社のプレゼンスを上げること
に大きな効果があったと思います。

課題解決のために、データをどのように活用
して形にするかというプロセスを、身をもっ
て体験でき、新しいプロジェクトにも反映す
ることができます。

現在は、損害保険業界とのPoCが順調で、実
利用につなげることに全力を投じています。
懸賞金事業も機会があれば積極的に挑戦する
つもりです。

勉強会やメンタリングは新たな知識を得られ
ただけでなく、プレゼンまでのマイルストーン
となり、計画的に進めることができました。
多くの参加者と交流できたことも収穫でした。

非常に親身に応対していただいてとても助か
りました。特に事務局主催による日本郵船の
鈴木氏の講演は、テーマを直前で変更するこ
とにつながり感謝しています。

セミナーに参加し、さまざまな専門家のアド
バイスを受けることで、特に港湾について基
礎的な知識をインプットできたことがありが
たかったです。

間違いなくニーズがあり、社会にとって価値
あるシステムが作れました。それはひとえに
テーマ設定が良かったからだと思います。

助成事業などとは異なり、懸賞金事業は我々
ベンチャーにも参加しやすいと思います。広
く知識も得られる良い機会なので、ぜひ継続
してほしいですね。

ある意味でお祭り的な、人々の注目を集める
いい場になったと思います。また、委託事業
や助成事業と違って敷居が低く、誰でも参加
しやすいことがメリットでした。

受賞して終わりではなく、今後はビジネスと
して確立していかなくてはと思っています。
さまざまな事業者さんとの協働を模索しなが
ら続けていきたいです。

株式会社スペースシフトは、今回の懸
賞金事業の全2部門3テーマに応募し、
すべて最終選考に残るとともに、アイデ
ア部門でも2位入賞を果たしました。
最終選考会でプレゼンテーションを担
当した川上氏は「当社は、もともと
SAR※衛星のデータを基に浸水域を自動
解析する技術を独自開発していたので、

『テーマ②災害』で1位を受賞したこと
は、うれしいというよりホッとしたとい
うのが正直なところです」と話します。
とはいえ、短期間でのシステム開発には
苦労もあり、特に、まだ数が少ない災害
データを使ってAIの精度を上げること
には苦心したそうです。また、SAR衛
星のデータを画像情報に加工する際、水
域の検出精度を上げる手段としてコ
ヒーレンス値を追加したため、データの
処理には時間がかかったと川上氏。

一方、現在システムの事業化に向け、

損害保険業界とPoC
（概念実証）を進めてい
る多田氏は「コンテス
トで外部からの評価を
得たことで、ユーザー
企業の見方も変わり、
事業化の追い風になっ
たと感じています」と
話します。川上氏も「今
回の懸賞金事業は、多
くの人に衛星データは
使い方次第でビジネス
に活用できると認識してもらうきっかけ
にもなったと思います。」と評価します。

今後、SAR衛星の数が増え、撮影頻度
が上がり、ほぼリアルタイムに観測可能
になったとき、世界の見え方は大きく変
わるはず。「インターネットが新しい産
業を生み出したように、衛星データを駆
使したまったく新しいサービスを提供

したい」と語る川上氏には、大きく広が
るマーケットがはっきりと見えている
ようでした。

「幅広い産業に応用できることが強み！ 」

皆さんに質問してみました

Space
BD

Team
プププ

スペース
シフト

自然災害の影響を少しでも軽減したい

スペースシフト

川上 勇治 さん

Teamプププ

土井 悠哉 さん

Space BD

芳澤 僚 さん酒井 謙二

NEDO イノベーション推進部
専門調査員

Team
プププ

スペース
シフト

Space
BD

Team
プププ

スペース
シフト

受賞されたことで、
どのような変化がありましたか？

Q
事務局の支援は役に立ちましたか？

Q

Team
プププ

スペース
シフト

Space
BD

今回の懸賞金事業を
どのように評価しますか？

Q

Space
BD

今回の経験を
今後どう生かしていきたいですか？

Q

NEDO Supply Chain Data Challenge　初の懸賞金コンテストで注目のアイデア続出！

システム開発部門テーマ②災害
システム開発部門テーマ②災害

1位受賞1位受賞 SAR衛星データとAIを用いた

災害状況の可視化と、

サプライチェーン維持の支援

川上 勇治 氏
株式会社スペースシフト
事業開発部 部長

多田 玉青 氏
株式会社スペースシフト
事業開発部マネージャー

★評価ポイント

複数のデータの活用で精度が高く、保険会社と
すでにPoCが始まっているように現実性が高い
提案であったこと。

夜間や荒天時でも観測可能なSAR衛星のデータを、AIで迅速に解析。地
上データと統合することで、被害状況をリアルタイムに可視化する。統合す
るデータを変えることでさまざまな産業に応用可能。

株式会社スペースシフト

リアルタイムに被害状況を把握
※衛星データ更新後10分以内

SARとAIによる水災分析プラットフォーム
建物ポイントデータや保有しているロケーショ
ンデータと、浸水域結果を自動的に合成処理
し、被害状況や被災対象をリアルタイムに可
視化

ALOS-2 標準処理データAPITellus API

解析したいエリアと日付を受け取り、自動で
SAR衛星データの取得、AOI切り出し、幾何
補正などの前処理、浸水域推論処理、地上
データ合成処理を実行

浸水域解析API

高精度なセマンティックセグメンテーションに
よる浸水推定
平時との比較による変化検出、特徴量検出モ
デルのハイブリッド

浸水域推定API

通行データなど実際の地上データを組み合わせ
ることによる、信頼度の高い浸水域判定を実現

地上データ合成

システム概要

浸
水
域
解
析
A
P
I

浸
水
域
解
析
結
果

受 賞 者 コーナーQ&A

※Synthetic Aperture Radar（合成開口レーダー）

酒井
専門調査員

コメント
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昨年、世界の人口は80億人を超えました。宇宙から見
る夜の地球は人間が放つオレンジ色の光でどの大陸もすで
に一杯です。地球のキャパシティが限界に近づく中、さら
に戦争や紛争、感染症など、さまざまな障害を乗り越える
には、人間だけでなく地球上のあらゆる生命との共生を考
えなければなりません。そうしたときに、地球を全体とし
て捉えるズームアウトの視点と、高精細なデータで捉える
ズームインの視点を併せ持つことが、これから非常に重要
になります。 

私は全体と個、総体と部分を同時に捉えるという感覚を
持つ大切さが宇宙飛行を通じてとてもよくわかりました。
そ う し た 観 点 か ら も、今 回 の「NEDO Supply Chain 
Data Challenge」 は、非常に良い企画だったと思います。
広域を見る衛星データと地上のさまざまなデータを融合す
るアイデアが多く見られ、イノベーションへの期待はます
ます高まりました。さらに言えば、民間を含めた衛星デー
タの蓄積が進み、衛星データプラットフォームである 

「Tellus」からのデータ提供等によって、さまざまな産業
に役立つビジネスが次々に立ち上がる可能性も感じさせて
くれました。 

折しもウクライナへの侵攻があり、新型コロナウイルス
で各国のサプライチェーンが打撃を受けている時期に、衛
星データを使ったビジネスを確立できれば、日本が先行し
世界に貢献する機会にもつながります。正解が一つではな
い多様な現代社会では失敗経験の中に次のビジネスチャン
スが生まれます。そのためにも、誰でも使えるデータを提
供するシステムを構築することと、積極的にチャレンジし
た結果であれば失敗も評価し再チャレンジできるビジネス
環境になることが大切です。 

参加したチームは背景も発想もバラエティ豊かで、特に
若い人たちがチーム力を発揮していたことが印象的でし
た。こうしたコンテストを二回、三回と継続することで、
より多くの挑戦者たちの興味を引き出し、彼らが競って衛
星データを活用する時代が日本で世界に先駆けて到来する
ことを期待しています。

正解は一つではありません。
失敗を恐れず
挑戦を楽しんでください。

特別審査員
日本科学未来館名誉館長
 宇宙飛行士

懸賞金事業という新しい支援のカタチへの挑戦でした。

宇宙は可能性にあふれている

衛星データの有効性を実証することと
事業化することの間には、まだ高い壁があ
るのが実情です。今回のコンテストは、そ
の壁を越えるきっかけの一つになったので
はないでしょうか。特に、サプライチェーン
という分野を絞った課題を設定したこと
で、より先鋭化されたサービスインに近い提案が集まりました。
参加者の方々には今回の評価をクレディビリティとして活用し、
事業化という次のステップに立ち向かってほしいと思います。

毛利 衛

NEDO
イノベーション推進部 主査

佐藤 允昭

宇宙ビジネスの壁を越える
きっかけとして。

意欲ある人をつなぐ「場」
としてのイベントに。

M E S S A G E

小林 功典
一般財団法人 日本宇宙フォーラム
事業創造部 部長

石田 真康
一般社団法人 SPACETIDE 代表理事 兼 CEO
A.T. カーニー株式会社 東京オフィス Director

NEDO 
Supply Chain 
Data Challenge
Review

参加者のプランはどれも完成度が高
く、事業化を目指す本気度を感じまし
た。懸賞金事業は、衛星データという
ものがビジネスに活用できることを周
知する格好の舞台になったのではない
でしょうか。今後も事業を継続する上
では、上位入賞者が一種のサロンに加入できるようなインセン
ティブを設け、知の交流や事業連携の場を提供することで、イ
ベントとしての価値がさらに高まると思います。

デロイト トーマツ グループ 執行役 CETL　松江 英夫

日本で政府系の懸賞金コンテストは、
おそらく初めてのことで、その意義は
大きいと思います。受託契約と異なり、
技術があるベンチャーや大学などが参
加しやすく、意欲的なテーマに取り組
むことで、勝者以外も技術を磨くこと

ができます。今後も回を重ね、メディアが注目し、より魅力あ
るプログラムに育つことで、多くの参加者がステップアップの
チャンスをつかむことに期待しています。

NEDO初の試みを評価。
今後の展開に期待します。

新しいプレイヤーを発掘し
後押しする機会に。

今回の懸賞金コンテストは、サプラ
イチェーンという現実的なトピック
だったこともあり、宇宙以外の幅広い
分野から新しいプレイヤーを発掘でき
た意義のある取り組みだったと思いま
す。衛星データの活用は、物流やサプ

ライチェーンはもちろん、ナショナルセキュリティという意味
でも非常に重要です。この機会が参加者にとって新しい宇宙事
業へのキックオフになることを願っています。

東京大学大学院 情報学環 特任教授　柴崎 亮介

従来の委託・助成事業のような限られた事業者による
研究開発ではなく、広く知見と技術を募り参加者が互い
に競い合う場での課題解決に向けた優れたアウトプット
創出を期待し、NEDOとして初めての懸賞金事業を実施
しました。制度設計に当たっては既存の研究開発支援と
は異なり、解決に向けた複数のアプローチを提案してい
ただくことがポイントであるため、どのようなテーマ設定
の粒度とするか、どのチャンネルでの広報が効果的なの

かなど、今までにない検討を重ねながら、委員や事務局
メンバー等とディスカッションして組み立てて参りました。

結果、日本のみならず世界各国から応募があり、最終
審査会で華々しく受賞者を決定することができたことは、
衛星データを活用した新たなアイデアの創出、裾野拡大
による業界活性化につながったものと自負しております。
懸賞金事業がNEDOの新たな支援制度の柱となるよう
今後も取り組んで参ります。

NEDO Supply Chain Data Challenge　NEDO初の懸賞金コンテストで注目のアイデア続出！

10 1 1Focus NEDO 2023 No.89Focus NEDO 2023 No.89



究極のクリーンエネルギーとして
期待されている水素エネルギー。経
済産業省が策定した「水素・燃料電池
戦略ロードマップ（2019年3月改
訂）」で は、大 型・商 用 モ ビ リ テ ィ

（HDV：Heavy Duty Vehicles）を
含めた水素ステーションの整備が掲
げられていますが、HDVに必要な大
流量水素の充填方法や正確な計量技
術の開発、また安全に充填するための
標準化が課題です。

このため、NEDOは「超高圧水素
インフラ本格普及技術研究開発事業

（事業期間：2018～2023年度）」にお
いて、HDVへの大流量水素充填技術
や大流量計量技術の開発・検証を行う
研究施設「福島水素充填技術研究セン
ター」の整備を進め、2022年12月か
ら本格的に運用をスタートしました。

本センターは、大流量で水素を充填
できる水素ディスペンサーを2基設
置。この他、約900気圧（87.5MPa）
まで昇圧するための圧縮機や試験に
十分な大量水素を貯蔵できる蓄圧器、
模擬容器などを備えた世界有数の
HDV用水素充填試験施設です。ここ
では、水素を充填する際の予冷温度と
充填速度を管理・調整することで、短
時間で効率的に水素を充填できる「大
流量水素充填技術」の開発を行いま

す。HDVに求められる大容量・高速
水素充填（80kgの水素を約10分で
充填）技術を確立するとともに、得ら
れたデータを用いて国際標準化のた
めの取り組みを進めます。また、より
高い精度で水素の流量を計量するた
め、標準流量計で校正された可搬形流
量計（マスターメーター）によって水
素ステーションの流量計の精度を検
査する技術「マスターメーター法」の
開発を進めています。装置が大型で
高価なものとなってしまうこれまで
の検査方法（重量法）と異なり、流量
計のより正確な精度検査と、検査にか
かるコスト低減が可能となります。

NEDOは、本センターでの開発を
通じ、世界各国で導入が期待されてい
るHDV向けの水素ステーションの早
期実現を目指します。

MISSION

「福島水素充填技術研究センター」
大型・商用モビリティ（HDV）の脱炭素化へ！

実証施設

トレーラー2台を設置可能な水素受入設備（写真左）
水素ディスペンサー2基（写真中央手前）
中圧水素圧縮機4台
高圧水素圧縮機2台
中圧水素蓄圧器（400リットル×9本）
高圧水素蓄圧器（300リットル×27本）
模擬容器（200リットル×10本）

・
・
・
・
・
・
・

MAIN EQUIPMENT

燃料電池を搭載した大型・商用モビリティ（HDV）への

水素充填時間10分を目指せ!
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開発・実証フェーズから超小型衛星の事業化に本格的

に移行するタイミングで採択され、支援いただきまし

た。また、当技術の活用先の一つとして、船舶向け通信

衛星コンステレーションの構築と海洋状況把握・海洋デ

ジタル化に向けた事業にも採択されました。

ルワンダ初の人工衛星｢RWASAT-1｣、超小型人工衛

星｢OPTIMAL-1｣など、多数の超小型衛星の開発・運用

実績があります。また、超小型月探査機｢EQUULEUS｣

や、彗星探査用の｢Comet Interceptor｣など、地球周回

軌道以外にも多くの探査機の開発・運用を行っています。

宇宙空間の過酷な環境に耐える人工衛星の開発や運用

等にかかるコストは、スタートアップ企業にとっては大

きな負担となります。NEDOの支援は資金面での負担

軽減だけでなく、当社の信頼性を高め、新たなビジネス

チャンスや案件獲得などにもプラスになっています。

船舶向け衛星通信（衛星VDES）や、山林や遠隔地の

センサー情報を収集する低電力IoT通信、広い周波数領

域で画像情報を収集する地球観測等の分野で事業を拡大

する他、月面インフラ構築や深宇宙探査等、最先端の超

小型衛星の開発・実証にも取り組んでいきます。 https://startips.nedo.go.jp/about/中小・スタートアップ企業支援

スタートアップ企業・中小企業向けの
支援・成果情報をご紹介しています。ご活用ください。

地球低軌道から月面インフラ構築まで
幅広い分野で利用できる
超小型衛星ソリューションを提供

株式会社
アークエッジ・スペース

代表取締役 福代 孝良 さん

スタートア
ップ支援

のその先
へ

経済の活性化には、「新技術」を競争力とした起業家の育成が重要です。

そこでNEDOは、研究開発型ベンチャーをはじめ、さまざまな角度でスタートアップ支援を実施しており、

その中から、未来に向かって成長を続ける注目のスタートアップ企業を紹介します。

NEDO事業の採択の実績

※10cm x 20cm x 30cm程度。

ラスベガスで開催されたCES2023における展示。

NEDOの支援事業を受けた背景は？Q 現在、事業化されている技術や製品は？Q

どんな効果や影響がありましたか？Q アークエッジ・スペースの“その先”は？Q

経済安全保障重要技術育成プログラム／船舶向け通信衛星
コンステレーションによる海洋状況把握技術の開発・実証

2023年 3月採択

研究開発型ベンチャー支援事業（超小型低軌道周回衛星網による
全球 IoT・M2M サービスの提供）

2018年 7月採択

｢誰もが衛星ビジネスに参画できる未来｣の実現

を目指し、超小型衛星※の開発と衛星の利活用に

よる新事業を展開する株式会社アークエッジ・

スペース。衛星の製造・打ち上げにかかるコス

トの大幅な軽減を実現し、また軌道上で複数の

衛星を連携した運用（コンステレーション）によ

り、高い頻度での衛星通信や地球観測を可能に

します。

File.27Innovator
Turning Point

東京大学で培ってきた超小型衛星の技

術を社会実装することを目的に創業。開

発・実証フェーズから事業化や体制構

築に向けて本格的に移行していくタイ

ミングで、NEDO事業に応募し、採択。

量産化、市場開拓といったフェーズで、

NEDOのサポートが大きな力になった。

NEP開拓コース
上限300万円
9～10カ月

NEP躍進コースA・B
500万円未満/件

12カ月以内

NEP躍進コースC
3,000万円以内/件

12カ月以内

STSフェーズ
3億円もしくは5億円/件
2/3以下 2～4年程度

PCAフェーズ
5億円もしくは10億円以内/件

2/3以下 2～4年程度

DMPフェーズ
25億円以内/件

2/3以下または1/2以下
2～4年程度

ステージ／時間

事
業
規
模

ディープテック分野での
人材発掘・起業家育成事業（NEP）

VC等、CVC、事業会社

VC等、CVC、事業会社・金融機関

・ディープテック分野の
 若手人材発掘、育成
・技術シーズの実現可能性調査
・ARの助言

ステージゲート調査

ステージゲート調査

開拓コース

ARによる伴走支援
（ビジネスモデル構築）

躍進コース

専門家による伴走支援
（ビジネスモデルの
ブラッシュアップ）

STSフェーズ

実用化研究開発（前期）

Seed-stage
Technology-based
Startups

スタートアップ支援
人材育成プログラム

SSA

研究開発型
スタートアップの

専門支援人材育成

NEDO Technology
Startup
Supporters
Academy

大学発スタートアップにおける
経営人材確保支援事業

MPM

大学発スタートアップの
経営人材確保を支援

Management
Personal
Matching program

・ディープテック分野の起業家育成
・専門カタライザーの助言

・初期市場獲得に向けた
 課題の解決

・主要市場獲得に
 向けた課題の解決

・量産体制構築のための実証

実用化研究開発（後期）

PCAフェーズ
Product
Commercialization
Alliance

DMPフェーズ

量産化実証

Demonstration
development for
Mass
Production

連携

出資・ハンズオン支援

出資等 事業提携、出資・融資等

NEDO
Entrepreneurs
Program

ディープテック・スタートアップ
支援事業（DTSU）

Deep
Tech
StartUps support program

Accompany Runner（AR）
VC・元起業家など、ビジネスプラン作成のアドバイザー

助言

NEDOのスタートアップ支援事業

日本語HP
https://arkedgespace.com/

英語HP
https://arkedgespace.com/en

宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業
（超小型衛星の汎用バスの開発・実証支援）

2023年 7月採択
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https://arkedgespace.com/
https://arkedgespace.com/
https://arkedgespace.com/en
https://startips.nedo.go.jp/about/
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